
明倫学区のまちづくり



明倫とは何処だ



明倫学区全２７町



まちづくり委員会の経緯
• ▷ 平成12 年（2000 年）まちづくり部会発足

• ▷ 平成14 年（2002 年）明倫自治連合会の一部会となる

• ▷ 平成15 年（2003 年）地区計画づくりスタート

• ▷ 平成16 年（2004 年）地区計画のための意義とスケジュールの作成

• ▷ 平成18 年（2006 年）京都市に地区計画の方針の要望書提出

• ▷ 平成19 年（2007 年）明倫学区「まちづくりの目標と方針」

• ▷ 平成21 年（2009 年）明倫地区整備計画スタート

• ▷ 平成25 年（2013 年）景観づくり議会設立準備

• ▷ 平成26 年（2014 年）景観づくり協議会設立申請認定

• ▷ 平成27 年（2015 年）明倫地区地域景観づくり協議会発足（6 月1 日）

• ▷平成29年（2017 年）明倫ルールブック全戸配布



まちづくりの目標と方針

• 明倫学区の成り立ち

• 明倫のまち

• 先人の見識にまなび、街づくりを進めよう

• まちづくりの目標

• 地域に愛着と誇りを持ち、文化が馨るまちの
の個性と魅力を高めよう

• 商いと住まいの共存を図り風格のある美しい
街並みを作ろう

• 誰もが安全安心に暮らせ交流豊かなコミュニ
ティを創ろう



明倫のまち
• 祇園祭のまち

• 明倫学区には祇園祭に山・鉾を
出す町内が13あり、全27町のうち
半数が山鉾町。

• 町家とビル。マンションが混在す
るまち

• 1990年代より11階建てのマン
ションが建ち始め、人口減少は増
加に転換する。2009年より新景観
政策により、5階建て以上は建たな
くなり、2019年現在マンションは分
譲、賃貸あわせて52棟ですが、新
たな問題が発生。

• 飲食店と宿泊施設。



活動1 防災活動

•明倫マンション一斉避難訓練

• 23ある分譲マンションから
180名参加(平成20年）

•明倫マンションネットワーク
の設立につながる(平成22年)



活動2
伝統と歴史探訪

•まち歩き

•新しい住民に呼びかけて、ま
ち歩き行い、明倫のまちの特
徴や良さを知ってもらう活動

•浴衣で回ろう二階囃子（祇園
囃子を聞く会）

夜話の座という明倫の歴史や、伝統、
習慣について古くからお住まいの
方に話を聞かせてもらう会



活動3 広報・文化活動

•明倫ニュー
ス発行

•明倫地域の
まちづくり
活動と自治
会活動につ
いての
ニュース新
聞

•年3回、

•ペトロフピアノの会

•明倫小学校に100年前に寄贈
されたピアノの再生プロジェ
クト＆地域密着のコンサート
活動（年2回）



活動4 アンケート

•住民に明倫学区に残したい建
物30棟を選出

•選ばれた建物に認定のプレー
トを張って明倫で臨まれてい
る建物を明示

•その他、景観協議会、風俗営
業、空き家状況についてアン
ケート実施



明倫学区の現状

•平成28年1月現在

•人口 3077人

•世帯数1696世帯

•元住民とマンショ
ン住民との比率は
15：85で90％に迫
ろうとしています。

• 近年の顕著な変化は，平成21年の新景観政策によって

5階建て以上が建てられなくなり、一安心の私たちが

想像もしていなかったホテルやゲストハウス・民泊施

設などの宿泊施設の急増。以前は空き家や住居だった

ところが，知らないうちに簡易宿泊所として改修・営

業しているケースが散見。

• 大型町家やコインパーキングがホテルに建て替わる事

例も増加。また，複合ビルや，マンションの一室が転

用されるケースも。これらの乱立により，地域住民以

外の不特定多数の流入，リネン類やタクシーといった

事業用車両が増加し，まちの景観や居住環境への影響

を危惧。



新しい住民が8割超す現状再認識

•何事もお互いさんの精神で接
することで生活も、建物もス
ムースにいくはずであるとい
う概念を見直し

•生活も建築も明倫学区にある
基本ルールを一から伝えてい
く必要を強く感じる



より良い景観
や生活を形成
するために
ルールブッ
クの作成



デザインルール



生活ルール



新築・改築を考えておられる方に



具体的な取り組み

• 明倫自治会館や京都芸術センターを核として，

地域景観づくりを進めている。新たに建築す

る物件等について，建築主から説明を聞き，

地域の要望を伝え，明倫学区にふさわしい建

物を検討していただくための意見交換を行い，

必要に応じて説明会の開催や協定書の締結等

• 祇園祭やお正月といったハレの日を迎える文

化を大切にし，幔幕や提灯の設置について，

学区内に周知啓発



現在の活動
•「明倫ルールブック」を基に地域住民・事業者に対して，
「祇園祭のまち」への理解を深めてもらい、提灯や幔幕な
どのしつらえへの協力・基本的な生活ルールなどを周知

•事業者に対しては，ルールに基づき，事業計画を進めてい
ただくよう働きかけ

•新築・改築の場合は，なるべく早い段階で地域に相談いた
だき，交渉の中から，よりよいものを一緒に作っていく，
という方針を理解してもらう。特にホテルなど宿泊施設に
ついては、町内会とも連携して事業者へ様々な意見を申し
出

•また，好ましい広告物や具体的なデザイン要素を明文化す
ることを検討



現在の課題

•ホテルなど宿泊施設の急増による交通渋滞、夜間騒音、

飲食店の増加などによる屋外広告物の過剰表現など

オーバーツーリズムの弊害が顕著になりつつあり、指

定、登録文化財の町家にも地価上昇や相続問題で解体

の危機

•地域景観づくり協議会の限界



ご清聴ありがとうございました。


